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NAND木，およびそれと等価な AND-OR木の探索は，人工知能・知識情報処理の古典的
な話題であり，1970年代以来，長く研究されている（Kunuth and Moore [2], Baudet [1]）．
葉への真理値割り当てが隠されている状況において，根の値を知るまでに，探索した葉の枚
数をコストとみなす．
これは，元々はゲーム木における評価関数の呼び出し回数にならったコストの設定である
が，ブール関数を研究する立場からも自然で興味深い設定である．
たとえていうと，アルゴリズムがゲームのプレイヤーであり，真理値割り当てを決める確率
分布がカジノのオーナーである．１枚，葉を探索する（ブール変数の値を教えてもらう）たび
にプレイヤーはカジノに１ドル払う．プレイヤーは，なるべく少ない支払いで根の値（ブー
ル式の値）を知りたい．カジノのオーナーは，なるべく多く支払わせたい．
このとき，フォンノイマンのミニマックス定理の一種が成り立ち（Yao [10]），ゲーム論的
な均衡値・均衡点の概念が自然に導入される．
真理値割り当ての確率分布が独立同分布である場合（Pearl [4, 5], Tarsi [9]），および確率
分布に特段の制約がない場合（Saks and Wigderson [6]）の均衡値・均衡点については 1980

年代に様々な知見が得られた．一方，独立同分布とは限らない独立分布については，まだ謎
が残されている．
Liu and Tanaka (2007 [3]) に始まり，筆者のグループが 2010 年代前半に発展させた

AND-OR木研究（[7, 8]）について，概要と未解決問題を紹介する．
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